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報告者氏名  笠原  久恵  

 

１ 期  日 平 成 ２ ８ 年 ６ 月 １ ７ 日 （ 金 ） １ ５ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ３ ０ 

 

２ 参 加 者 

  笠原 久恵（不参加；森 亮二、青野 直、坂巻 儀一、石原 修治、大塚 洋一、 

野田 弘規、近藤 美保）  

 

３ 視察理由 

  地域住民へ有効利用の可能性を見るために現地確認 

 

４ 場  所 

古間木埋蔵文化財収蔵庫（旧 コミュニティ図書館） 

 

５ 建築年月日 

  昭和４９年１０月２３日 

 

６ 所感等 

今回、東部地区にある流山市立八木中学校前の古間木埋蔵文化財収蔵庫（旧 コミュニティ

図書館）を視察いたしました。この建物は生涯学習課が担当であるが現在は博物館に貸してい

る。外観は、築４１年８ヶ月経ちますが、コミュニティ図書館として建築したこともあり、小規

模の公民館のようで立派な建築物でした。中に入りますと、１階は面積１７８．４５㎡で図書館

であるときは事務所、現作業場があり、そのほかは旧図書室、現埋蔵保管部屋２部屋と資料部屋

１部屋がありました。３部屋とも埋蔵品と資料で空きはほとんどありませんでした。２階は面積

８１．９８㎡で防災備蓄倉庫として貸し出しています。内容は備蓄食料と水そしてポリタンクが

ほとんどでした。部屋の中は６月ですが、とても蒸し暑く夏などの備蓄に対して窓からの熱な

ど、少し心配になりました。東部地区には現在、木の図書館がありますが、以前は東部公民館の

図書室一部屋でしたので、このように立派な図書館をなぜ止めてしまったのか不思議でした。理

由は、利用者の減少と駐車場がないため利用しづらいとのことでした。現在、県の区画整理によ

って盛んに発掘調査が行われていますが、そこで、発掘された品は、市の保管場所には保管され

ないのですが、市の区画整理の発掘調査での品がまだ保管されるとのことですので、この古間木

埋蔵文化財収蔵庫（旧 コミュニティ図書館）を地域の方々に使っていただけるようにするに

は、駐車場の確保、埋蔵品の移動場所、耐震基準など壁がいくつもあることが分かりました。そ

のことについてこれから研究していきたいです。 
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